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2021年３月 16日 

 

各 位 

会社名 株 式 会 社 ブ シ ロ ー ド 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長   橋 本 義 賢 

 (コード番号：7803 東証マザーズ) 

問合せ先 取締役経営管理本部長   村 岡 敏 行 

 (Tel.03-4500-4350) 

 

株式会社フロントウイングラボの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年３月 16 日開催の取締役会において、以下のとおり、株式会社フロントウイングラボ（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長：山川竜一郎 以下、フロントウイングラボ）の株式を取得する契約を

締結し、同社を子会社化することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．株式取得の理由 

 当社グループは、良質な IP（IntellectualProperty：知的財産）を開発・取得・発展する IP ディベロッ

パーとして「新時代のエンターテイメントを創出する」ことをミッションとし、既存タイトルのサービス向上

に努める一方で、新規 IPへの開発投資や他社の有力 IPとの提携に積極的に取り組んでおります。 

一方で、フロントウイングラボはその前身となる株式会社フロントウイングも含めると 20 年以上にわたり

IP 開発に携わっており、「グリザイア」シリーズなどの有力な IP を保有するとともに、渡辺明夫氏をはじめ

とする多数の実力あるクリエイターと強固な信頼関係を築いております。また、近年はメディアミックスにお

いても実績を積み上げており、自社 IPだけではなく他社 IPも含めたアニメのプロデュースを積極的に推進し

ております。 

当社とフロントウイングラボは、スマートフォンゲーム「グリザイア クロノスリベリオン」の配信等で協

業していく中で、同社が当社グループに加わることは当社が掲げる IP ディベロッパー戦略の良い補完関係に

なるとともに、両社の成長を加速させるものになると考え、本件株式取得について決定いたしました。 

 

２．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社フロントウイングラボ 

（２） 所 在 地 東京都千代田区九段北１－１５－１４ ５F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 山川 竜一郎 

（４） 事 業 内 容 

・アニメーション・ビデオグラムソフトウェアの企画/販売 

・コンピュータソフトウェアの企画/販売 

・国内コンテンツの海外翻訳/販売 

・キャラクターグッズの企画/販売 

（５） 資 本 金 80,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2018年９月 10日 

（７） 大株主及び持株比率 山川 竜一郎（出資比率 100％） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 
スマートフォンゲーム「グリザイア クロノスリベリオ

ン」での配信・宣伝協力、他 
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関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

※当該会社は、非公開会社であり、「当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態」については非開示とす

ることを求められているため、 記載しておりません。 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 山川 竜一郎 

（２） 住 所 東京都千代田区 

（３） 
上 場 会 社 と 

該 当 個 人 の 関 係 
該当事項はございません 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（議決権所有割合：00. 0％） 

（２） 取 得 株 式 数 
810株 

（議決権の数：810個） 

（３） 異動後の所有株式数 

810株 

（議決権の数：810個） 

（議決権所有割合：50.625％） 

（注）取得価額については、非開示とすることを求められているため、記載しておりませんが、専門家の

デュー・デリジェンス実施を踏まえ、公正妥当な金額にて取得しております。 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2021年３月 16日 

（２） 契 約 締 結 日 2021年３月 16日 

（３） 株 式 取 得 日 2021年４月１日（予定） 

 

６．今後の見通し 

本株式取得により、フロントウイングラボは当社の連結子会社となる予定です。同社の子会社化によって、

より一層の IP ディベロッパー戦略の推進を図り、その結果は将来にわたって当社の企業価値向上に資するも

のであると判断しておりますが、当事業年度の業績に与える影響は軽微であると考えております。 

今後、適時開示の必要性が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

以 上 


